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　木造住宅の耐久性に関与する因子のうち，重要なものの一つに腐朽菌があり，この活動には木

材含水率や温湿度環境が大きく影響する。こうしたことを考慮して，旭川市内の居住中の木造住

宅で温湿度環境を連続測定することとした。この住宅では過去にナミダタケの被害を受けたので

あるが，床下の構造はそのままにして補修をしていたので，その状態で測定を始めた。ところ

が，たまたま測定中にナミダタケ被害が再発したので，その前後の温湿度との関係などについて

調査することとした。本報告の詳細は．日本木材学会道支部講演集第14号に掲載されている。

　測定対象家屋の概要と測定経過

　測定対象とした住宅は，旭川市内の軸組木造モルタ

ル造り2階建てで居住中のものである。壁内には50mm

厚のグラスウールが施工されていた。その平面図及び

基礎伏図を第1図に示す。

　73年10月に建築された際には，床上端から床下土壌

面までの高さは45cmであったが，78年8月にナミダ

タケの被害を受けたため．床の補修と同時に土壌面を

掘り下げ60cmとした。その後79年8月に被害が再発

し，この際は腐朽部分を取り替えることなしに防腐剤

を周辺木材に塗布し，被害部の拡大阻止をねらった。

　翌80年9月から第1図に示す①から⑥の位置で温湿

度測定を開始したが，床下環境の改善のため11月に南

和室床下へポリエチレンシート，及び乾燥砂を敷きつ

めた。81年8月には被害が第1図で示す3の部分で再

発したので，この部分へ再び防腐剤散布を行い，10月

には台所床下から押入下を経て南和室下へ通ずる貫通

孔をあけ，環境改善をはかった。その後温湿度測定は

82年6月まで行った。

　測定結果

　温湿度推移をナミダタケ再発時及び補修工事に合わ

せて検討したが，長期的影響を見るため月内変動を比

較することとした。ソイルカバー敷設前後の状況及び

ナミダタケ被害発生前後の温湿度推移を第1表に示す。

　ナミダタケ被害発生と温湿度との関係を検討すれば

概略以下のようになろう。

　ナミダタケの被害は，第1図に示すように3度にわ

たり発生しているが，その範囲は異なっている。すな

わち81年8月の被害は，和室－浴室境界部の土台に浴

室コンクリートスラブ中に残されていた菌糸が生長し

てきたものである。この時には，同時に台所の外周土
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第1図　基礎伏図，平面図と被害，補修状況

第1表　測定各部の温湿度の変動

台に菌糸生長が認められた。82年7月には，子実体が

浴室の外壁部に形成されており，菌糸は浴室壁内で生

長していた可能性が大きい。78年8月に発見された被

害は，和室東側の換気口近くで発生したものである。

この時には，ナミダタケ菌糸はまだ浴室には伸長して

おらず，その後の処置に誤りがあったため3度にわた

る再発の根源を浴室下に作ってしまったと考えられる。

　ナミダタケ菌糸の生長条件として，温度3～280℃，

湿度約93％以上が必要であることが知られている。こ

の点を考慮すると，82年6月にはいずれの測定部位で

も湿度が90％以下となっており，81年7月と異なって

和室周辺ではナミダタケが生長しうる湿度条件に達し

ていなかったことが明らかである。また，他の測定部

位では防腐処理による生長阻害効果もあり，浴室下で
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生育していたナミダタケは，北側の浴室外壁中へ伸長

していったものと思われる。温度条件に関しては，和

室外壁を除きいずれの測定部位でも年間を通じて－5

～30℃の範囲にあり，変動幅に差はあるもののナ

ミダタケの生長あるいは生存温度内になっていたこと

が明らかである。
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